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の関数として正則になるよう

の関数として正則となる時,

数学B(藤原)試験問題

2007年 8月 7日

・ 問 111～ [41の各々につき解答用紙 1ページを 問題順に 害1り 当ること.

●すべての問いに対し解答に至る道筋も要点を押さえて簡潔に記すこと.

・ 以下では z=″ +νづcC,j=ν/町 とする.

この時,次の間に答えよ:

に実数定数α,bを定めよ.

∫(■ ,ν)を zの関数として表せ.
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I司 次の積分の値を求めよ :
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但し,積分は円周{lz-11=4}上 反時計回りに行うものとする。

円Дa=デ尋島とするこのに次の開こ答薇
(1)関数 ∫(z)の上半平面における特異点をすべて求め,更に その種類を述べよ。
極の場合 その位数も明示すること.

(2)(1)で求めた特異点における留数を求めよ.         ′

oo｀の結果に基づい(積分:だ 多毒呼あの値を求ゃ上


